
１　施設

１、管理運営事業

①施設運営の設備に関する業務　　②施設の利用に関する業務（武道場）

２、自主事業

①健康体力つくり　　　→　・普及事業

②地域交流事業　　　　→　・地域防災訓練　・施設見学受入

③支援事業　　　　 　→　・選手強化対策　・就労体験（インターンシップ）

④受託販売等の実施 　→　・自動販売機の設置

導入済

円

円

円

円

円

円

円

円

円

教育委員会事務局　生涯学習局　スポーツ課

(4) ホームページ

項目 金額

(9) 利用料金制

利用料金

用途

073-444-6340

(8) 施設が提供するサービス(施設・設備)

(6) 根拠条例 和歌山県立武道館設置及び管理条例

県民の体育・スポーツの振興を図り、その他健康で文化的な集会の用に供する

http://www.wakayamasposhin.or.jp/budoukan/

(7) 所管課室

様式１

施設及び指定管理者の状況

(1) 名称

(3) 電話番号

(2) 所在地

和歌山県立武道館

和歌山市和歌浦西2丁目1-22

(10) 施設の料金

(5) 施設の目的

種別 対象 区分

体育・スポーツの競技会及び
その他催物に利用する場合 すべて

１時間
につき

体育・スポーツ
の練習に利用す
る場合

団体で利用
する場合

一般・大学生 １人１時間につき

生徒
（児童を含む）

１人１時間につき

個人で利用
する場合

一般・大学生 １人１時間につき

生徒
（児童を含む）

１人１時間につき

期間を定めて体
育・スポーツの
練習に利用する
場合

１ヶ月定期
一般・大学生 １人につき

生徒
（児童を含む）

１人につき

３ヶ月定期
一般・大学生 １人につき

生徒
（児童を含む）

１人につき

1070

110

70

120

80

660

530

1700

1190



附属設備・空調設備利用料金

円

円

円

円

円

円

円

円

２　指定管理者

(1) 名称

(2) 所在地

３年

公募 者

常勤 名 非常勤 名 合計 名

有資格者 名 (資格名 )

令和 年度 円 ※県立体育館との合算

令和 年度 円 ※県立体育館との合算

令和 年度 円 ※県立体育館との合算

53,073,000

3

4

59,063,889

2

(公募選定の際の応募者数)

甲種防火管理者

始期 終期R4.4.1 R7.3.31

4 3

1

(3) 代表者 (4) 電話番号

和歌山市手平2丁目1-2

横尾　英治

(8)　指定管理料

(5) 指定管理期間 期間

073-435-5200

(6) 選定方法

公益財団法人和歌山県スポーツ振興財団

7(7)　職員配置

1

種別 利用区分

補助椅子 １脚 １回

拡声器
アンプ１基 １回

マイク１本 １回

扇風機 １台 １回

シャワー １人 １回

電気代 １ヶ所 １時間

冷暖房設備
武道場 １/２面（１基） ２０分

控室　１室 ２０分

20

1430

340

360

60

20

200

50

58,983,426



１　利用状況(代表的なものを３つ)

ア 武道館利用者数(人) （ ）

イ 武道館稼働率(％) （ ）

２　仕様業務の実施状況

県立武道館施設貸与事業 979件

３　自主事業の実施状況

①スポーツウエルネス吹矢教室 各期　全8回　実施 32 回 人

②Let's enjoy English with ヨガ 12月実施 1 回 人

③座禅体験会 6月、12月実施 2 回 人

④防災セミナー 9月実施 1 回 人

⑤防犯教室 2月実施 1 回 人

⑥武道祭 11月実施 1 回 人

15

40

119

129

11

21

14,589

98

(1) 業務名称 (2) 左の実施状況

(1) 施設の利用状況を示す指標
(2) 左の数値
※(　　　)は前回モニタリング時の数値

99

17,149

(1) 業務名称

様式２

業務及び利用の状況

(2) 左の実施状況



１　収入

運営管理委託料

利用料金収入

自主事業収入

受託販売手数料収入

諸収入

雑収入

退職給付引当資産取崩収入

２　支出

報酬

給与手当

職員手当

賃金

法定福利費

報償費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水費

使用料及び賃借料

広告宣伝費

支払手数料

保険料

租税公課

負担金支出

¥2,629,721

¥1,197,164

¥6,000

¥1,528,200

¥65,384

¥0

¥230,946

様式３

収支の状況

(2)　金額

(1)　費目 (2)　金額

¥16,453,000

¥330,440

¥0

¥0

(1)　費目

¥1,800,000

¥225,490

¥3,955,920

計 ¥19,482,698

¥2,429,420

¥132,600

¥137,238

¥5,884,290

¥1,952,960

¥762,318

¥765,420

¥0

¥59,628

¥122,400

¥0

¥148,727

¥136,383



委託費

退職給付支出

什器備品購入支出

法人税

退職給付引当資産取得支出

３　収支（収入-支出） ¥-4,798,863

¥68,970

計 ¥24,281,561

¥2,741,640

¥0

¥0

¥0



１　アンケートの実施期間、方法及び有効回収数

　(1)　実施期間 自 令和 年 月 1 日

至 令和 年 月 31 日

　(2)　実施方法 (3)　有効回収数

２　アンケート結果

・室温がすこし高かった。

・冷暖房費が高く、効きが悪い。

・駐車スペースが狭いまたは少ない。

・夜、駐車場が暗い。

4

250

3

様式４

利用者アンケートの状況

4

5

・（参加教室について）とてもわかりやす
く、初心者でも楽しめた。

・武道館の名に相応しい佇まいの建築で地元
和歌浦のこの武道館で練習出来ることは嬉し
いです。

・参加教室（親子体操系）で知育にもなって
よかった。

・歴史の感じる施設で良い。
　施設がきれいで快適である。

・ありがとうございます。講師にお伝えする
とともに、更なるサービスを提供できるよう
努めます。
・利用者様の当施設に対する思いが変わらぬ
ように、管理維持業務に努めます。

・担当講師に伝えるとともに、次回、更なる
満足度ある事業を展開できるようにします。

・築54年の建物ではありますが、利用者様に
安全安心を保証するため、点検作業を怠ら
ず、維持に努めています。

評価する主な意見

利用者へアンケート用紙配布及び口頭ヒアリング

・空調機作動中は、主催者と連携し、室温を
設定するようにいたします。

・空調設備利用料金については、使用電力量
等を考慮し、最低価格設定をしています。ご
理解をお願いします。空調の効力について
は、感染症予防対策のための換気（窓の開
放）も影響すると考えます。国や県の感染症
予防対策を踏まえた換気方法をご提示させて
いだくとともに、効力低下を防ぐため、空調
設備の管理維持に努めます。

・隣接する住宅もあるため、最小限の屋外灯
で運営しています。

・申し訳ありません。当施設区域だけでな
く、近隣の公共施設様にご協力いただいて、
数に限りはありますが、駐車スペースをご案
内させていただきます。

左を受けての対応等

評価しない主な意見 左を受けての対応等



１　重要業績評価指標（KPI）

２　目標達成に向けた取組

３　目標未達成の場合の改善策等

稼働率（％）

自主事業参加者数（人）

目標値 実績

×
(未達成)

98 98
○

(達成)

630 335
×

(未達成)

達成状況

様式５

重要業績評価指標（KPI）の達成状況

16,500 14,589

指標

利用者数（人）

　利用者数について、過去のデータから利用内訳（種別、対象または利用時間など）を精査し、ま
た新型コロナウイルス感染症対策として、利用人数の上限も考慮し、目標値を設定しましたが、８、
９、２月に感染症拡大に伴い、利用取消願が発生し、減少したと考えます。
　今後は、感染症対策の緩和等に伴い、施設として対策をし、コロナ禍以前に競技会やその他催
事でご利用のあった団体等に対して、施設利用の広報をし、利用促進を図ります。

　次に、自主事業参加者数については、事業内容の改善や新規事業の企画及び実施をするととも
に地域の方々への広報だけでなく、当財団全体（財団管理下の各施設へ広報依頼をする）で広報
することにより、近隣地域だけでなく、遠方の方への周知を行い、参加を促します。

　コロナ禍の現状で施設として利用者を迎えるにあたり、和歌山県や当財団の新型コロナウイルス
感染症対策を全職員が把握し、利用者に周知していただき、安心・安全な施設利用ができるように
管理運営を行いました。

　次に、昨年度のアンケート結果などに基づいて、感染対策の徹底や武道場内の空調機の取替工
事、屋外廊下の修繕など、より良い環境で施設が利用できるように問題点を早期に改善しました。
また、利用者とのコミュニケーションを図ることで、コロナ禍での施設利用におけるアンケートでは、
くみ取れない不満や不安を聞き取り、対応することで利用促進につなげています。

　次に、自主事業については、感染症対策を徹底した上で中止することなく、開催し、交流する場を
提供できたと考えます。


